
ゴムゴムの空気砲をみんなで作りました！
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大師地区
川中島小 ４年 麻生 修吾「工作教室をふり返って」

工作教室工作教室
　ぼくは、今年初めて大師老人いこいの家の工作教室
に参加しました。
　ゴムゴムの空気ほうを４年生の友達４人と弟と一緒に
作りました。
　遠くまで空気をとばすコツは、風船の部分をしっかり
とペットボトルにくっつけることだと教えてもらいました。
　かざり付けにもこだわりました。
さまざまなシールや色とりどりの
ビニールテープでオリジナルの空
気ほうを作ることができて楽し
かったです。
　この場所は、お年よりから子ど
もも来て、ゆっくりすごしたり、今
日みたいにイベントがあるとにぎ
やかな所のようです。これからも
あそびに行ったり来年も工作しに
来たいです。

川中島小 ４年 鈴木 耀平「楽しかった工作教室」
　ぼくが、７月２６日にさんかしたゴムの空気ほうは、
ペットボトルやテープを使って作り、みんなで打ち合い
をして楽しく遊びました。
　初めに指どう員さんの説明を見ていた時には、むず
かしそうだと思いました。
　でも、指どう員さんが作る時にアドバイスをしてくれ

たり友達と協力して作ることがで
きて、さい初に思ったよりも短い
時間でかん成させることができま
した。かん成後もまだおわってい
ない友達の作品を手伝って遊ぶ
時間を長くとれるようにがんばり
ました。また来年も、ちがう作品に
ちょう戦して友達と遊びたいです。

小田ファイターズ　小学６年生　西村　優成「みんなでがんばったファミリーウォーク」

今年もたくさんの皆様にご参加いただきました

中央地区 ふれあいファミリーウォーク 令和７年３月２３日（日）

令和７年7月２6日（土）

にしむら　　 ゆうせい

あ そう　しゅうご すず  き　 ようへい

　ぼくたち、小田ファイターズの部員みんなでファミリーウォークに参加しました。小田ファイターズの、小学生や
年長、年中など、小さな子もいたので最後までゴールできるか、不安でした。その日は、とてもあつかったので、み
んなでつめたい物やのみ物を、のみたいと思いながら歩きました。どんどんゴールが近づいてくると、おじさんに

おこられるぐらい足がどんどん早くなっていきました。ゴールの近くの野球のグラウンドで
野球のしあいを、見ながら歩きました。ゴールすると、おべん当をもらって食べた後、ぼくは
大なわをたくさんまわしました。みんながたくさんできて、とってもうれしかったです。

　ちゅうせん会では、「もうあ
たらないかな」と思っていたけ
れどもあたってよかったです。
プレゼントをえらぶときまよい
ましたが、小さいものをえらび
ました。プレゼントをあけてみ
るとくつべらでした。ぼくはあ
まりつかわないのでおじい
ちゃんにあげました。とっても
楽しかったです。

川崎区ＨＰ
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令
和
７
年
２
月
２６
日（
木
）１８
時
か
ら
、「
自
転
車
安
全

運
転
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
１１
月
に
道
路

交
通
法
の
改
正
が
あ
り
、自
転
車
の
危
険
な
運
転
に
対
し

て
、罰
則
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
川
崎
警
察
署
交

通
課
山
ノ
内
課
長
か
ら
、現
在
の
状
況
や
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
転
車
安
全
運
転
に
関
す
る
質
問
に
、
一
つ
一

つ
答
え
て
い
た
だ
き
、こ
れ
ま
で
疑
問
に
思
っ
て
い
た
事

が
少
し
は
っ
き
り
し
ま
し
た
が
、反
面
、

す
っ
き
り
し
な
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し

た
。そ
れ
は
、自
転
車
運
転
に
対
す
る
一

人
一
人
の
意
識
が
希
薄
に
感
じ
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。法
の
強
化
と
共
に
安
全
運

転
の
意
識
の
向
上
が
必
要
で
す
。な
が
ら

ス
マ
ホ
、酒
気
帯
び
運
転
等
、少
し
意
識
を

持
て
ば
、危
険
を

回
避
で
き
、自
転

車
事
故
は
減
る

と
思
い
ま
す
。

　

川
崎
区
は
、事

故
発
生
件
数
が

神
奈
川
県
下
で

二
番
目
に
多
い

地
域
で
す
。自
転

車
は
生
活
に
欠

か
せ
な
い
か
ら

こ
そ
様
々
な
機

会
を
通
し
て
、意

識
の
向
上
を
図

り
、安
全
運
転
を

心
が
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま

し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
委
員
会

「
自
転
車
安
全
運
転
講
演
会
」

田
島
地
区
青
少
年
指
導
員
　
木
暮
　
慎
二

川
崎
区
指
導
員
研
修
会

「
か
わ
さ
き
エ
コ
暮
ら
し
未
来
館
」

田
島
地
区
青
少
年
指
導
員
　
飯
浜
　
英
司

　

令
和
７
年
６
月
１２
日
（
木
）
南
町
交
番
前
の
交
差
点

２
ヶ
所
で
、自
転
車
の
無
灯
火
運
転
に
対
す
る
声
掛
け
を

実
施
し
ま
し
た
。こ
の
日
通
過
し
た
自
転
車
348
台
の
う
ち
、

６５
台
が
無
灯
火
で
走
行
し
て
お
り
、さ
ら
に
イ
ヤ
ホ
ン
を

装
着
し
て
い
る
人
も
３３
台
と
、多
数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

夜
間
の
無
灯
火
運
転
や
、イ
ヤ
ホ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
の

運
転
は
、大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
も
車
両
の
一つ
で
す
。交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
運
転
見
守
り
活
動

　

令
和
７
年
２
月
１５
日（
土
）川
崎
区
青
少
年
指
導
員
連

絡
協
議
会
主
催
の
研
修
会「
か
わ
さ
き
エ
コ
暮
ら
し
未
来

館
」に
参
加
し
ま
し
た
。初
め
に
館
内
２
階
展
示
室
を
見

学
し
、壁
に
映
し
出
さ
れ
た
映
像
に
カ
ー
ド
を
タ
ッ
チ
し

て
エ
コ
に
な
っ
て
い
な
い
物
を
探
す
ゲ
ー
ム
、ま
た
、水
素

に
関
す
る
ゲ
ー
ム
や
、ゴ
ミ
を
仕
分
け
す
る
ゲ
ー
ム
等
が

あ
り
、子
ど
も
達
も
楽
し
く
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
場
所

で
し
た
。

　

そ
の
後
、浮
島
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、日
々
ゴ
ミ
収

集
車
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
ゴ
ミ
が
山
の
よ
う
に
な
り
大
型

ク
レ
ー
ン
で
処
理
を
し
て
い
ま
し
た
。ゴ
ミ
の
分
別
で
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中
に
混
入
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
以
外
の
物
を
手
作
業
で
取
り
除
く
作
業
が
と
て
も
大

変
に
思
え
ま
し
た
。ま
た
、ペ
ー
パ
ー
等
も
手
作
業
で
分
別

す
る
そ
う
で
す
。

　

ゴ
ミ
の
処
理
後
に
つ
い
て
、施
設
担
当
者
か
ら
、処
理
さ

れ
た
ゴ
ミ
は
、工
場
近
く
の
海
に
埋
め
立
て
て
い
る
が
３０

年
後
に
は
そ
の
場
所
も
埋
め
立
て
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

る
と
聞
き
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。研

修
会
に
参
加
し
て

改
め
て
、ゴ
ミ
の

捨
て
方
、分
別
に

つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
と
と
も
に
、

何
で
も
か
ん
で
も

捨
て
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
使
え
る

物
は
長
く
使
い
、

ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ

と
の
大
切
さ
も
感

じ
ま
し
た
。

中
央
地
区
青
少
年
指
導
員
会啓発物

（見本）
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令
和
７
年
６
月
７
日(

土)

に
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館

に
て「
こ
と
ラ
ー
」※

の
皆
さ
ん
に
よ
る
鑑
賞
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。昼
食
後
中
和
ビ
ル
に
移
動
し
、

対
話
型
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」に
参
加
し「
こ

と
ラ
ー
」の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル

愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル

愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル

※

川
崎
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
ア
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ―

」の
呼
び
名
。

「
こ
と
！
こ
と
？
か
わ
さ
き
」
と
い

う
川
崎
市
と
東
京
藝
術
大
学
が
連

携
し
て
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

活
動
さ
れ
て
お
り
、ア
ー
ト
を
介

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
の
研
修
で
は
、「
日
本
の
伝
統
と
歴
史
を
体
験

す
る
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、令
和
７
年
３
月
16
日（
日
）に

指
導
員
15
名
で
小
田
原
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、小
田
原
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、

寄
木
細
工
の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。説
明

を
受
け
た
後
、好
き
な
色
の
寄
木
を
組
み
合
わ
せ
十
人
十

色
、各
々
で
素
敵
な
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
に
、小
田
原
城
へ
向
か
い
、城
址
公
園
の
ガ
イ
ド
の
方

に
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
で
は
城
主
の
こ

と
を
は
じ
め
、お
城
に
攻
め
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
門
の
話
な
ど
を
聞
き
、建
築
技
法
の
凄
さ
に

驚
か
さ
れ
る
と
共
に
、戦
国
時
代
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

お
祭
り
の
主
催
者
、
保
護
者
の
方
々
へ
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
旨
を
伝
え
、
更
に
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

大師 田島

中
央
地
区
青
少
年
指
導
員
会
　

指
導
員
研
修
会

中
央
地
区
青
少
年
指
導
員

大
師
地
区
青
少
年
指
導
員
会

日
帰
り
研
修
会

大
師
地
区
青
少
年
指
導
員
　
長
島
　
房
美

中央

　

令
和
７
年
５
月
17
日（
土
）雨
乞
い
の
神
と
し
て
祭
ら
れ
て

い
る
日
枝
大
神
社
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

御
神
輿
が
練
り
歩
く
小
田
銀
座
商
店
街
、日
枝
大
神
社
周

辺
は
沢
山
の
露
店
が
並
び
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。南
武
支
線
脇
の
小
田
緑
地
は
、木
々
が
鬱
蒼
と
生
い
茂
り

暗
い
場
所
で
し
た
が
、子
ど
も
達
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
周
っ
た
場
所
は
小
田
一
丁
目
中
央

公
園
で
し
た
。こ
こ
は
臨
時
の
駐
輪
場
と

な
っ
て
お
り
警
備
員
が
待
機
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
最
後
の
小
田
公
園
に
も

人
影
は
ま
ば
ら
で
、子
ど
も
達
だ
け
で
遊

ん
で
い
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
す
。青
少

年
指
導
員
以
外
も
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
い
ま
し
た
。

田
島
地
区
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

田
島
地
区
青
少
年
指
導
員
会

　

ま
た
、童
歌
の「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」に
つ
い
て

も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。こ
れ
は
徳
川
将
軍
の
お
茶
壷
道

中
の
歌
で
、お
茶
壷
が
通
る
際
、大
名
行
列
で
あ
っ
て
も
道

を
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。庶
民
は
失

礼
が
な
い
よ
う
「
ト
ッ
ピ
ン
シ
ャ
ン
」
と
戸
を
閉
め
、家
の

中
で
静
か
に
過
ご
し

た
そ
う
で
す
。
幼
い

頃
に
遊
ん
だ
童
歌
に

秘
め
ら
れ
た
、
深
い

意
味
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
冷
た
い
雨

が
降
り
、日
帰
り
の

短
い
研
修
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
と
て
も

有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
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１０月9日（木）自転車安全運転見守り活動（中央地区）
多摩川ファミリーウォーキング（大師地区）１１月8日（土）

大師地区青少年書き初め大会（大師地区）１月10日（土）

星空ウォッチング（田島地区）１１月

第４６回かわさき市民祭り１１月1日（土）
　　～3日（月）

行事予定

やっぱり  学校行事と部活動
川崎市立川中島中学校　校長　新山　英樹

大師地区青少年問題講演会
大師地区青少年指導員　土岐　由美

「ペップトークの基礎と児童のやる気を引き出す
言葉の学び」に出席して　令和7年7月31日(木)

　今後も青少年指導員会の活動へのご理解
と皆さまのご参加をお待ちしております。

編集後記編集後記

　中学校時代は、子どもから大人へ体も心も成長する
時期です。いろんなことが自分でできるようになって、
小学生の時より言い返す場面が増えてくる。いわゆる
「反抗期」というやつで、大事な成長過程です。そんな中、
自分で考えながら、いろいろ工夫しながら、そして仲
間と協力する達成感が味わえるのが「学校行事」と「部
活動」です。
　川中島中学校にはさまざまな行事、部活動があります。
先日行われた「体育祭」では、３年生が中心となって
熱いまとまりのある集団を作り、感動的な場面がたく
さんありました。部活動は、日々の活動の中で自分の
成長を感じられる活動です。また、試合やコンクール
などを通して仲間とともに感動が味わえる貴重な機会

でもあります。
　学校の本分はもちろん
「学習」ですが、やっぱり、
学校行事と部活動がない
と味気ない青春時代に
なってしまうかもしれま
せん。

川崎市青少年フェスティバル
「作って！走って！フェスレンジャー」
　令和７年3月９日（日）、川崎市とどろきアリーナで「川崎
市青少年フェスティバル」が、開催されました。事前予約な
しで参加可能となったこともあり
来場者は、1444名でした。運営ボ
ランティアとして、川崎区青少年
指導員からは、中央地区3名、大
師地区1名、田島地区2名が参加
しました。他地区からは、麻生、高津、幸、多摩、
宮前の青少年指導員も運営にあたりました。
　会場内には、沢山のブース（バルーンアート、
工作教室、ストラックアウト等）を設け、更にヒーローショー
ステージでは、「フェスレンジャー」に変身した実行委員
（高校生）が遊びに来た子供たちを楽しませていました。

大師地区新任指導員研修会

　令和７年７月５日（土）東門前１，２丁目町内会館に於
いて「新任指導員研修会」が行われました。参加者は、
指導員１８名、新任指導員２名、事務局２名の２２名が参
加しました。研修会ではＤＶＤ「あなたは大丈夫？考えよう！
インターネットと人権」を鑑賞し、その後指導員間の意
見交換が行われ、結果相互の関係を更に深める研修会
になりました。

　編集長　戸山達哉
副編集長　三堀泰子
　　　　　松本美知代
担当理事　野口恵子

編集委員　山田章雄
　　　　　佐藤秀行
　　　　　髙栁英樹
　　　　　宮﨑靖史

大師地区青少年指導員　佐藤　秀行

　恥ずかしながらペップトークという言葉を初めて耳に
しました。スポーツの試合前に監督やコーチが選手を励
ますための短い激励のスピーチとのこと。テレビで観た
WBC決勝戦前の大谷翔平選手が言っていた「憧れるの
をやめましょう」がペップトークの一部です。
　講演を拝聴し、５人の子をもつ母親が子育てを終えて、
今更ながらペップトークで子どもを励ましてこれなかった
ことを考えさせられました。きちんとペップトークができ
ていたなら、今とは何が違ったかは分かりませんがきっと
何かが変わったかもと感じます。
　そして５人の孫たちには、子育ての経験なのか、祖母と
して少し余裕があるのか、または無責任なのか判断がつ
きませんが、なぜか自然とペップトークをきちんと使うこ
とができていることに気づきました。ただのばばバカで
しょうか（笑）
　青少年指導員として、子ども会に携わる者として子ども
たちと対面する機会は少なくありません。活動の中で自然
にペップトークができるよう
努力をしたいと思いました。
　最後になりますが、今から
でも遅くはないので、活きた
言葉で接していけたらと明る
い気持ちで帰宅しました。

（２日､３日 参加予定）
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